
１ 台風・集中豪雨等による注意報・警報発令時の対処 

(1) 台風、集中豪雨等の対処については、原則として影響の出る前日、終礼までに判断し、教職員・生

徒・保護者等へ周知する。学校からのＳＮＳ又は学校ＨＰにおいても連絡を行う。 

     前日が休日等の場合は、学校からの指示がない限り、下記のマニュアルに従って行動すること。 

(2) 交通機関の運行状況、警報・注意報や気象防災速報はテレビ、ラジオ、インターネット、防災アプ

リ、自治体の防災無線等で確認すること。（気象庁更新時間,５時,１１時,１７時） 

 

気象情報 授業 登校前の発令 登校後の発令 

特別警報 

(地震,Ｊアラート等) 

状況に 

応じて 

判断 

自宅周辺や道路状況・地域の実状に応じて安全を最優先に行動する。 

警 

 

 

 

報 

暴風 

暴風雪 

大雪 

洪水 

大雨 

自宅 

学習 

●午前６時の時点で早良区・西区・糸島 

市のいずれかに左記の警報が発令され

ている場合（公共交通機関の途絶も含

む）は、自宅待機とする。 

 

●午前11時の時点で早良区・西区・糸島

市のいずれかの警報が解除されていな

い場合は、休校とする。 

 

●午前11時の時点で早良区・西区・糸島

市のすべての警報が解除されている場

合は、安全に注意して登校する。 

 

●通学路及び自宅周辺において安全に登 

校することが憂慮される場合は学校に

連絡し自宅で待機する。 

 

※休業日の部活動、校外模試等について

も同様の扱いとする 

 

【注意】 

警報の発令が“「海上」のみ” の場合、離

島からの通学者のみを該当とする。 

○安全確認した後、下校させる。 

 ＜確認事項＞ 

・交通、道路情報の確認 

・保護者等の引取りの有無 

・自転車通学生の安全指導 

・下校途中で帰宅不能の場合の 

 対処方法 

 

○安全に下校することが困難な生

徒は、保護者等と学校が連絡を

とり、適切な対処をする。 
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●今後の気象情報や地域の実情等を家庭 

で相談し、安全に登下校できることを 

確認した上で登校する。 

 

●通学路及び自宅周辺において安全に登 

校することが憂慮される場合は学校に

連絡し自宅で待機する。 

 

※休業日の部活動、校外模試等について

も同様の扱いとする 

 

【注意】 

注意報の発令が“「海上」のみ” の場合、

離島からの通学者のみを該当とする。 

○気象情報や地域の情報を考慮し

帰宅させる等、適切な処置をと

る。 

 

 

 

 

 

 

 

その他 
＊上記のいずれの場合も、登校時にＪＲ筑肥線（姪浜～唐津の区間内）が運休して

いる場合は、自宅待機とし学校からのＳＮＳ及び学校ＨＰ等で連絡を行う。 

 


